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第
十
一
回
理
事
会

一
月
三
十
一
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

■
協
議
事
項

協
議
一　

重
点
指
導
対
象
組
合
員
等

に
対
す
る
経
営
再
建
支
援
策

▼
三
名
の
組
合
員
か
ら
酪
農
経
営
再
建
支
援

要
請
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
支
援
の
在

り
方
等
を
巡
っ
て
生
産
委
員
会
や
理
事
会
で

慎
重
な
審
議
を
重
ね
て
き
た
。
十
二
月
十
二

日
開
催
の
理
事
会
で
は
、
要
請
書
並
び
に
経

営
計
画
書
に
お
い
て
、
確
認
を
要
す
る
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
該
当
組
合
員
に
更
な
る
確

認
と
貸
借
対
照
表
の
提
出
を
求
め
る
よ
う
意

見
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
指
摘
事
項
を
伝
え

た
後
、
期
日
ま
で
に
該
当
組
合
員
二
名
か
ら

関
係
資
料
の
提
出
を
受
け
、
再
度
そ
の
関
連

性
を
検
証
し
協
議
を
行
っ
た
。

▼
協
議
の
結
果
、
こ
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は

「
重
点
指
導
組
合
員
」若
し
く
は
「
経
営
支
援

組
合
員
」に
位
置
付
け
し
、
各
々
の
組
合
員

に
及
ぶ
「
酪
農
経
営
再
建
重
点
指
導
支
援
契

約
書
」、「
経
営
支
援
契
約
書
」に
盛
り
込
む

支
援
事
項
や
理
事
会
決
議
事
項
を
踏
ま
え
て

整
備
し
、
そ
の
文
言
や
字
句
は
組
合
長
一
任

と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
支
援
内
容
に

お
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
や
物
的
担
保
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
適
正
を
判
断
し

対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

協
議
二　
「
３
M
事
業
26
」に
対
す
る

重
点
指
導
ま
た
は
経
営
支
援
組
合
員

の
利
用
可
否
判
断

▼
協
議
一
の
二
名
の
組
合
員
に
係
る
「
３
M

事
業
26
」の
支
援
要
請
に
関
し
て
、
経
営
改

善
計
画
に
お
い
て
は
導
入
牛
の
確
保
が
優
先

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
一
の
契
約
条

件
お
よ
び
差
入
担
保
の
内
容
を
み
て
、
そ
の

事
業
参
加
を
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
三　

み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

隣
接
地
の
取
得

▼
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
原
料
の
飼
料
稲（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）及

び
製
造
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
保
管
場
所
の
整
備
充

実
を
図
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
品
質
保
持
並
び

に
配
送
運
搬
作
業
、
製
造
労
務
作
業
の
合
理

化
か
つ
効
率
化
を
図
る
た
め
、
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
土
地
に
隣
接
す
る
用
地（
山
林
並

び
に
水
田
）の
取
得
と
造
成
整
備
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
く
方
向
性
を
決
定
し
た
。

協
議
四　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営

規
程
の
一
部
変
更

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
第
四
条

（
利
用
農
家
の
注
意
事
項
）で
は
『
利
用
農
家

■
Ｗ
Ｃ
Ｓ
保
管
場
所
確
保
に
向
け
検
討
開
始

■
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
へ
の「
指
示
書
」整
備理事 10 名（1名欠席）、監事 3名（1名欠席）の出席のもと、協議事項 5項目を審

議決定した。
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は
、
業
務
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
次
の

事
項
に
留
意
し
、
別
表
五
の
「
飼
養
一
覧
表
」

に
主
要
伝
達
事
項
を
記
入
し
て
お
く
も
の
と

す
る
』と
定
め
、
利
用
農
家
に
は
こ
の
伝
達

徹
底
を
求
め
事
業
執
行
に
あ
た
っ
て
き
た
。

▼
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員

の
出
役
時
に
お
い
て
、
搾
乳
し
た
生
乳
が
乳

業
メ
ー
カ
ー
に
搬
入
さ
れ
、
こ
こ
で
の
受
乳

検
査
結
果
に
お
い
て
、
抗
生
物
質
の
混
入
が

原
因
で
生
乳
は
廃
棄
と
な
り
、
多
額
の
損
害

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
再
発
防
止
策
と

し
て
、
酪
農
家
か
ら
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
へ
の

指
示
を
明
確
化
す
る
た
め
、
現
行
の
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
に
定
め
る
「
飼
養
一

覧
表
」を
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
に
対
す
る
作

業
指
示
書
」に
改
め
、
利
用
農
家
に
対
し
て
、

こ
の
記
載
・
徹
底
を
図
り
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

員
に
対
す
る
作
業
指
示
書
の
原
本
は
広
酪
に

持
ち
帰
っ
て
保
管
、
以
後
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生

が
生
じ
な
い
よ
う
適
正
を
期
す
こ
と
と
し

た
。
様
式
は
Ａ
３
様
式
で
、
記
入
し
や
す
い

よ
う
改
善
を
図
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
。

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
の
一
部
変

更
時
期
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

と
し
た
。（
関
連
記
事
本
紙
十
八
頁
）

協
議
五　

役
員
賠
償
責
任
保
険
制
度

へ
の
加
入
更
新

▼
二
月
二
十
五
日
付
を
も
っ
て
一
年
間
の
保

険
加
入
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

継
続
加
入
に
つ
い
て
審
議
し
決
定
し
た
。
加

入
先
は
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

（
株
）。
加
入
期
間
は
一
年
間
。
保
険
掛
金
総

額
は
八
十
三
万
円
。
そ
の
内
一
割
相
当
額
を

役
員
十
五
名
が
均
等
に
負
担
す
る
こ
と
と
し

た
。■

報
告
事
項

①　

子
会
社
・
山
陽
乳
業（
株
）の
経
営
状
況

②　

中
国
生
乳
販
連
の
乳
価
交
渉
状
況

③　

�

体
細
胞
数
の
基
準
緩
和
に
関
す
る
進

捗
状
況

④　
�

平
成
二
十
六
年
度
生
乳
計
画
生
産
の

進
捗
状
況

⑤　

�

平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
に
伴
う

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
へ
の
要
望
希

望
調
査
結
果
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

⑥　

�

み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
飼
料
製
造
に

関
す
る
業
務
委
託

⑦　

�

福
山
・
吉
田
の
土
地
建
物
譲
渡
に
伴

う
資
産
処
分

⑧　

離
農
跡
地
取
得
に
向
け
た
経
過

⑨　

座
談
会
の
開
催

⑩　

個
人
情
報
の
不
適
切
な
取
り
扱
い

⑪　

リ
ー
ス
事
業
の
取
り
次
ぎ

⑫　

職
員
に
対
す
る
年
末
賞
与
の
支
給

⑬　

役
員
手
帳
・
監
査
手
帳
の
配
布

第
二
回
広
酪
製
造
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
利
用
者
対
象
意
見
交
換
会

一
月
三
十
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

　
広
酪
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
利
用
状
況
の
把
握
と
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
第
二
回
広
酪
製
造

Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
利
用
者
対
象
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
利
用
者
十
名
に
加
え
、
県

立
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
新
出
次
長
・
城
田

専
門
員
、
全
酪
連
三
次
駐
在
員
事
務
所
の
市

川
所
長
・
佐
々
木
職
員
、
広
酪
事
務
局
を
含

め
二
十
三
名
が
出
席
し
た
。

　

広
酪
か
ら
は
、
①
平
成
二
十
七
年
度
飼
料

イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
確
保
状
況
、
②
飼
料
イ
ネ

Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
成
分
と
試
験
給
与
結
果
の
報
告
、

③
ク
レ
ー
ム
状
況
と
給
餌
作
業
の
軽
減
策
等

の
対
処
方
法
を
説
明
し
、
四
百
kg
梱
包
と
圧

縮
率
を
抑
え
た
試
験
製
品（
横
圧
縮
を
八
パ

ス
カ
ル
→
六
パ
ス
カ
ル
、
押
出
圧
縮
八
パ
ス

カ
ル
→
四
パ
ス
カ
ル
）の
開
封
と
硬
度
計
に

よ
る
測
定
実
演
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
現
状
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
利
用
に
お

い
て
、
①
飼
料
イ
ネ
が
入
っ
て
か
ら
ほ
ぐ
れ

や
す
く
な
っ
た
、
②
異
物
混
入
へ
の
改
善
、

③
Ｗ
Ｃ
Ｓ
入
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
嗜
好
性
や
単
価
等

は
ど
う
か
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

以
前
か
ら
既
存
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
掻
き
出
し
作
業

に
苦
慮
す
る
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、
減

圧
し
た
試
作
品

の
ほ
ぐ
れ
具
合

を
見
て
、
そ
の

期
待
値
は
高
ま

り
、
早
く
供
給

し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
も
あ
っ

た
。
広
酪
で
は

発
酵
状
況
の
試

験
結
果
を
見
て

製
造
・
供
給
に

あ
た
り
た
い
旨

を
伝
え
た
。

Ｔ
Ｍ
Ｒ
改
善
に
向
け
利
用
者
意
見
を
聴
く

作
業
改
善
に
向
け「
減
圧
試
作
品
」を
確
認

イイネ〜!!
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中
国
三
県
購
買
担
当
者
会

一
月
十
六
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

第
三
十
二
回
研
修
会

飼
料
効
率
を
上
げ
て
「
コ
ス
ト
削
減
」へ

　

中
国
三
県
購
買
担
当
者
会
は
第
三
十
二
回

研
修
会
を
開
催
し
た
。
講
師
に
は
全
酪
連
本

所
購
買
部
酪
農
生
産
指
導
室
の
成
田
技
術
顧

問
を
招
へ
い
し
、
研
修
を
行
っ
た
。

　

成
田
顧
問
は
、「
飼
料
価
格
の
高
騰
が
続

く
中
、
如
何
に
飼
料
効
率
を
上
げ
て
コ
ス
ト

低
減
を
行
う
飼
養
管
理
へ
導
け
る
か
が
職
員

の
責
務
」と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
ら
れ
た
。

①飼料の基本的な消化率を知る必要がある。
②�ルーメン微生物は、飼料中の炭水化物の発酵を通してエネルギーを得ている。飼料効率
TMR1kgで乳量 1.4kg、配合飼料 1kgで乳量 3.0kgを目安とする。
③�不飽和脂肪酸（ビール粕、豆腐粕等）が多い時（不飽和脂肪酸給与量 800g以上）ルーメン内のPH
が低い時にでんぷん（穀類等）が多いと、乳脂肪合成に影響がある。
④�泌乳後期では配合飼料を減じた分はビートパルプ（溶解性繊維）の給与（配合飼料 1kg減でビー
ト 2kg）で体重を増やさず、乳量を維持出来る。
⑤�固め食いを抑制するために給与は数回に分けて行い、ルーメン内のPH変動をさせないことが
大事（ルーメンアシドーシスの防止策）。牛は飼料採食後 3時間で空腹を感じるので、飼槽を空
にさせない対策が必要。
⑥乾物摂取量は体重の 3~4%を目安。
⑦�分娩時血中Caが 8.5mg/dl以下になると潜在性の低Caの傾向がある。血中Caは 8.0mg/dl以上が必要。
⑧�給与の 5つのR「Right　feed正しい飼料」「Right 　pen正しいペン」「Right　amount正しい量」
「 Right 　time正しい時間」「Right　way正しいやり方」
⑨ 4つの栄養供給量
　�①飼料設計の給与量　②実際の給与量　③実際の摂取量　④バクテリアの摂取量
　　現場に応じた飼料プログラムと飼料コストを意識して設計すること。
⑩抽象的な表現をしない。
　　例　「薄いTMR」「濃いTMR」　　→　乳量何kgを維持するTMR
　　例　「強いセンイ」「弱いセンイ」→　「NDF40%」「ADF30%」
　　例　「長いセンイ」「短いセンイ」→　「切断長が長い」「短い飼料片」
　曖昧な表現は避けて酪農家が納得できる表現にすることが大事。


